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税務・法律相談室

●経営承継円滑化法
　前回は、一般的なケースでの遺留分の話をさせて頂
きましたが、今回は、会社を経営されている会社代表者
にとっても多いに関係のある遺留分の話をさせていた
だきます。
　2008年10月に、中小企業における経営の承継の円
滑化に関する法律（以下「経営承継円滑法」といいま
す。）が施行されました（民法の遺留分に関する特例は
2009年3月施行）。この法律は、事業者が事業承継を
行うにあたっての資金調達の支援、相続税の納税猶予
などの定めのほか、民法の遺留分に関して特例を設け
るなどして、中小企業の事業承継が円滑に行われるこ
とを目的としています。
●遺留分に関する民法の特例
　中小企業のほとんどは、経営者が株主であるという
いわゆるオーナー企業であり、事業の安定的運営とい
う見地からは、事業の後継者に対して株式や事業用資
産を集中的に取得させることが、合理的であると考えら
れます。
　しかし、経営者が、個人名義の自社の株式や事業用
資産を長男など特定の推定相続人（現状のままで相続
が開始すればそのまま相続人になりうる者）に生前贈
与しても、他の相続人が遺留分減殺請求権を行使すれ
ば、株式や事業用資産を巡って相続人間で紛争が生
じ、さらには株式や事業用資産の分散が生じ、事業承
継に著しい支障を及ぼす結果となってしまうことがあり
ました。
　そこで、経営承継円滑化法は、除外合意、固定合意
という方法により民法上の遺留分制度の適用に制約を
加えています。

　まず、遺留分減殺請求による株式や事業用資産の分
散を阻止するため、旧代表者の推定相続人全員の書面
による合意によって、後継者が旧代表者から遺贈・贈
与等によって譲り受けた株式について、その価額を遺
留分の算定の基礎となる財産に算入しない合意を行う
ことができます（これを除外合意といいます。経営承継
円滑化法4条1項1号）。
　また、遺留分の基礎財産の評価の基準時は相続開始
時（＝死亡時）の価額とされていますので、旧経営者が
後継者に株式を生前贈与し、後継者の努力によって企
業の業績が上がり株価が上昇した場合には、他の相続
人の遺留分が増え、かえって後継者の取得分が減少し、
遺留分減殺により株式を分散させるおそれも生じてしま
います。そこで、経営承継円滑化法は、旧経営者が過去
に贈与した株式の価額を、当該合意をした時の価額に
固定するという合意を行うことを認めています（これを
固定合意といいます。経営承継円滑化法4条1項2号）。
●遺留分に関する民法の特例を受ける要件
　経営承継円滑化法の遺留分に関する規定の適用を
受ける対象となる中小企業は、3年以上継続して事業
を行っており、業種ごとに資本金又は常時使用する従
業員数に関するいずれかの条件をみたす非上場の会社
又は個人とされています。具体的には、①製造業、建設
業、運輸業などは資本金3億円以下又は従業員数300
人以下（ゴム製品製造は別に定めあり）②卸売業は、資
本金1億円以下又は従業員数100人以下、③サービス
業は資本金5000万円以下又は従業員数100人以下
（ソフトウェア業・情報処理サービス業、旅館業は別に
定めあり）、④小売業は資本金5000万円以下又は従業
員数50人以下が、中小企業と扱われています。上記の
除外合意や固定合意は、経済産業大臣の確認を受け、
その後1カ月以内に家庭裁判所に許可の申立を行い、
その許可を受ける必要があります。
　以上の点は理解の便宜のため、小規模な株式会社
（特例有限会社を含む）を念頭に置いていますが、経
営承継円滑化法は、合名会社、合資会社、合同会社に
も適用されます。沖縄県内では企業の多くが中小企業
であり、旧経営者の高齢化に伴い事業承継は避けては
通れない道です。相続人間の争いによって、会社の経
営に支障が生じないよう早期に事業承継対策を行うこ
とが、経営者の最後の重要な大仕事です。
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中国人のおもてなし

経営承継円滑化法～民法の遺留分に関する特例

Vol.17
　皆さんは中国でおもてなしを受けたことがあるだろうか。出された料理は食べ
切らない、お腹いっぱいなのにどんどん料理を勧められるなど、食事の場でも日中
間の違いはいろいろとある。皆さんが中国人からお呼ばれを受けたら、どうしたら
いいだろうか。中国風のもてなされ方を紹介したい。
●出した料理を全部食べられてしまった
　私は日本に来たばかりの時、日本人のお友達をよく
家に呼び、中華料理やギョーザを作ってもてなしてい
た。たくさん料理を作ったつもりだが、日本人の友達は
全部食べてしまった。私は量が足りなかったと思い込
み悩んだものだが、ある日、友達から「日本では、出さ
れた物を全部食べるのは礼儀ですよ」と言われて、少
し安心した。少なくとも量が足りないわけではなかった
からだ。でも、あの時の友達は、満腹にもかかわらず無
理に食べていたかもしれないと思うと多少心苦しい。
実際、日本に来てからというもの、礼儀や作法で頭を
抱えた経験は数知れない。今回は皆さんに中国側の
考え方を知ってもらいたいと思い、中国でもてなしを受
ける際の作法を紹介したい。

●あなたの皿に料理がどんどん乗せられる
　中国では、お客さんを自宅へ招いてお食事をすると
き、味やお客さんの好みはもちろんだが、もっとも重視す
るのは料理の量。お招きしたお客さんが食べきれないほ
どのお酒と料理を十分に用意することが、もてなすホス
トとしての礼儀だ。なので、お客さんはお酒といわず料理
といわず、とにかく勧められるのが基本である。また、中
国では相手に料理を取り分けてあげるというのが親愛
の情の表われだ。うかうかしていると、皆さんの茶碗や
皿にはどんどんおかずがのせられてくることになる。意
見のはっきり言えない人が中国の家庭に招かれたなら、
勧められる料理とお酒を、言われるままに食べ飲み続け
てしまうことだろう。

●食べれない料理を伝えることは失礼ではない
　こういったおもてなしの場を、日本の皆さんがうまく乗り
切るための、私なりのアドバイスをしたい。まず、自らせっ
せと料理を取り分けるようにした方がいい。そして、出さ

れた料理がいくら美味しいからといって、全てを食べきっ
てしまわない。全部食べてしまうと「料理が足りなかった」
ということにつながってしまい、主人側から新しい料理を
出されてしまう。そうならないよう大皿には料理を少し残
したほうがいい。また、嫌いなもの、苦手なものもあらかじ
めはっきりと伝えなければいけない。何も言わずに口をつ
けないでいると、不満に思っているのか遠慮しているの
か中国人には分からない。どんなに料理を勧められても、
あなたが「私はこれは食べられません」と答えれば、「じゃ
あこっちの別のものを食べて！」といった具合に残念な顔
をしながらも、あなたの意見を尊重してくれるはず。
　苦手は苦手とはっきり言い、美味しい時には、大袈裟
なくらいに褒める。これらのことができれば、変にストレス
を感じることもなく、気持ちよくもてなしを受けることがで
きる。

●お酒を飲む時はアイコンタクト！
　お食事ついでに、お酒の席の作法についてもひとつ
だけ重要なことをアドバイスしたい。それは、お酒はアイ
コンタクトで飲むというもの。日本のように最初に乾杯し
て、あとは自分のペースで飲むのではなく、お酒に口を
つける前に、相手を見てお酒を軽く掲げる。相手もあな
たを見てお酒を掲げ、口をつけるといった具合だ。こう
やって相手に対し、尊重の念と、同じ場を楽しく共有して
いるということを伝えるのだ。これを覚えるだけで、相手
との距離は一気に縮まる。　
　中国人にとって食事の席はとても大切なコミュニケー
ションの場である。これから友達として付き合うかどうか
を決めたり、ビジネスにおいては、大切な商談がまとまっ
たり、決裂したりするのも珍しいことではない。今後、皆さ
んも中国人のお友達にお呼ばれする機会があるかもし
れない。その時に、ここに書いたことが皆さんの役に立
てば幸いだ。

事業承継対策は大丈夫ですか！
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